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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・経過録はその勤務帯で責任をもって記載してください。

また、内容は誰が見ても分かる内容、字で丁寧に記載すること。看護記録の基本です。

・決まっている業務はきちんと行いましょう。変更が必要な場合は、各リーダーで相談、検討し、決まった事は共有していきましょう。

・ＯＴより…経管栄養を行っている患者様の関節可動域訓練を現在は週1しか行えていませんが、今後は週2回に増やす予定です。

Ｂユニットの趣味活動の時間、西沢　正様が他者の塗り絵等もやってしまう為、声掛けをお願いします

＜患者様連絡事項＞
・栃本　哲様…7/15他患者様から暴力を受け、右眼下に内出血、腫脹あり、本日16日頭部ＣＴ

　　　　　　　施行し、異常所見なし。ご家族には連絡しています。

・中村　一雄様…本日胸部レントゲン撮影実施。肺炎は改善傾向にあり。定期の頭部ＣＴは不要との事です。

・山内　公博様～臨時薬同処方で7日分処方あり。

・田中　米子様～ランタスソロスターのインスリン7/23まで継続の指示です。

・馬場　サト様～便秘時の予測指示は継続で7/30まで継続。拒薬時の予測指示は終了です。

・中村　一雄様～点滴の指示は継続で7/17分処方あり。抗生剤のバンコマイシンは1回/日となります。

・佐々木　チヨ様～両足の浮腫あり、Ｄｒ呂診察し利尿剤フロセミド（20）mgの内服3日分処方あり。7/20にＤｒ呂診察し、継続するか検討していく予定です。

＜暴力事故振り返り＞

・7/15玉井悠作様が栃本哲様の顔面を殴る暴力行為あり。

本人に振り返りを促しても出来ないため、暴力行為が続くようなら環境調整（東A）も視野に入れて検討するよう主治医より指示あり。イライラした様子はないが、大きな声を出す方を気にされている為、見守りを強化し、栃本様との距離をとっていく対応をしていきましょう。

＜退院支援＞

· 工藤　ツイ子様…本日　三男夫婦と四男夫婦が来院され、今後について面談施行。

　　　　　　　　　　ご家族様は施設入所を希望されている。自宅近くのおいらせ町・八戸市内の施設の申し込みをしていく予定。病状について、主治医面談希望されているため、7/21主治医に確認し日程調整していく事とする。

・山本　達雄様…本日、介護認定調査施行し、その後奥様、柴田SW、看護で今後について話し合っています。奥様は、自宅近くの施設を希望され、今後検討されるとのこと。

・五十嵐　タイ様…本日御家族とＮｓで面談を行っています。ケア会議を行いたいことを説明すると、

娘様3人で出席して下さるとの事で、予定決まり次第、御家族から連絡下さるそうです。

＜転入患者様＞

患者様氏名；佐藤　なか（さとう　なか）様　97歳　女性

主　病　名；脳血管性認知症

身体合併症；高血圧症

入院形態　；医療保護入院

担当主治医：深澤Ｄｒ

入院年月日；平成26年6月5日（当院1回目）

＜入院前の経過＞

　H26.5.23田子町の特別養護老人ホーム「みろく苑」ショートステイの利用開始。不眠、大声で叫ぶ、水分摂取困難にて尿量が減少し、Ｈ26.529田子診療所を受診。不穏時にリスパダールを服用した際に傾眠状態となり、田子診療所より当院認知症センターを紹介されH26.6.5当院初診。独語、不眠、などの認知症周辺症状と拒食・嚥下困難による脱水あり、同日、入院となる。

＜入院後の経過＞

　体動が激しく安全に点滴管理が出来ない状態であることから身体拘束。バイタルサイン異常なし、経管栄養トラブルなし。介入時は大声をあげる事が多く、断続的に独語、叫ぶなどもある。それ以外は傾眠傾向。体動活発で夜間不眠もあり、睡眠不安定。

御家族は急変時蘇生困難であれば搬送せず、当院での可能な範囲の対応を希望されている。6/18昼より経管栄養開始している。膀胱留置カテーテルは抜去していく方針としている。
＊介護老人保健施設「みろく苑」「田子」「功明荘」「しんごう」「ひばりの里」へ入所申し込みを行っている。

＊介護保険：要介護5（有効期限：H27.1.31）

＊担当ケアマネージャー：介護支援事業所「みろくの郷」　　担当ケアマネ：江刺家氏

· 老齢基礎年金＋遺族年金　約9万円/月
· 体動多く、点滴のライントラブルのリスクが大きいため、身体拘束継続中　　　　　　　

· 急変時蘇生困難であれば搬送せず、当院での可能な範囲の対応を希望されている。

· 6/18昼より経管栄養開始。

· 主治医より近々家族面談の予定（日程は未定のため調整お願いします）

・介護保険：要介護5（有効期限：H27.1.31）
・S40年代：左乳癌手術後、S56：高血圧治療、H25.12．21右脳皮質下出血　三戸中央病院入院
洗濯：業者洗濯

買物カード：なし

患者様氏名；八木橋　タカ（やぎはし　たか）様　85歳　女性

主　病　名；脳血管性認知症

身体合併症；高血圧症

入院形態　；医療保護入院

担当主治医：深澤Ｄｒ

入院年月日；平成26(2014)年7月8日（当院1回目）

＜経過＞

H26.4.25、くも膜下出血を発症し八戸赤十字病院受診し手術施行。記憶障害、見当識障害が出現し、 H26.6.2リハビリテーション目的で八戸西病院へ転院。認知機能の低下、介助への拒否、暴力行為等があり、家族に対しても攻撃的となっていた。脳血管性認知症に伴う著明な認知周辺症状改善のためH26.7.8入院となる。

歩行の不安定さはあるが独歩している。各食概ね全量摂取できているが帰宅要求聞かれた際は、「食べない。」と拒否することもある。服薬は拒否はない。夜間は覚醒しトイレの場所が分からないと話すが、

排泄後は再就床でき睡眠はとれている。7/9診察で血圧3検の指示あり収縮期血圧110～130台で経過。 7/14両下肢の浮腫著明にあり、利尿剤（フロセミド20mg）処方となっている。両下肢浮腫は持続している。
 7/22採血（生化学 Na、K、Cl）の指示あり。
・長女様（63歳）治療には協力的。八戸市在住。

・長女の夫様：定年退職後は無職。治療に協力的

・退院後は、施設入所を検討中。

・感染症：ＨＢs（＋）

・洗濯：家族選択

・買物カード：なし

